
令和６年度　学校評価報告書 ( 前 期 ) 鬼北町立三島小学校

【評定の評価基準】  A：80％以上達成　B：70％以上達成　 C：60％以上達成　 D：50％以上達成    Ｅ：50％未満  

【アンケート結果】 ４：できている  ３：おおむねできた　２：あまりできていない　１：ほとんどできていない

領
域

重点
目標 評価指標 評定 評価資料 評定 評価指数 4 3 2 1

地域住民 A 93.8% 75.0% 25.0% 0.0% 0.0%

教職員 A 89.3% 57.1% 42.9% 0.0% 0.0%

保護者 B 79.0% 22.6% 71.0% 6.5% 0.0%

児童 A 93.0% 78.1% 15.6% 6.3% 0.0%

地域住民 A 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

教職員 A 82.1% 28.6% 71.4% 0.0% 0.0%

保護者 A 87.9% 51.6% 48.4% 0.0% 0.0%

児童 A 90.6% 62.5% 37.5% 0.0% 0.0%

地域住民 A 81.3% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0%

教職員 C 67.9% 0.0% 71.4% 28.6% 0.0%

保護者 B 72.6% 6.5% 77.4% 16.1% 0.0%

児童 B 78.1% 31.3% 50.0% 18.8% 0.0%

教職員 C 60.7% 0.0% 42.9% 57.1% 0.0%

保護者 B 77.4% 16.1% 77.4% 6.5% 0.0%

75.2% 児童 A 87.5% 56.3% 37.5% 6.3% 0.0%

教職員 B 75.0% 14.3% 71.4% 14.3% 0.0%

保護者 B 75.8% 16.1% 71.0% 12.9% 0.0%

76.8% 児童 B 79.7% 37.5% 43.8% 18.8% 0.0%

教職員 B 78.6% 14.3% 85.7% 0.0% 0.0%

保護者 B 79.0% 25.8% 64.5% 9.7% 0.0%

78.6% 児童 B 78.1% 28.1% 56.3% 15.6% 0.0%

教職員 C 67.9% 14.3% 42.9% 42.9% 0.0%

保護者 C 62.9% 6.5% 38.7% 54.8% 0.0%

69.6% 児童 B 78.1% 43.8% 31.3% 18.8% 6.3%

A 教職員 A 85.7% 42.9% 57.1% 0.0% 0.0%

87.4% 児童 A 89.1% 65.6% 25.0% 9.4% 0.0%

地域住民 A 84.4% 37.5% 62.5% 0.0% 0.0%

教職員 B 75.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

保護者 A 91.1% 64.5% 35.5% 0.0% 0.0%

児童 A 91.4% 71.9% 21.9% 6.3% 0.0%

教職員 A 82.1% 28.6% 71.4% 0.0% 0.0%

保護者 A 87.1% 48.4% 51.6% 0.0% 0.0%

87.4% 児童 A 93.0% 75.0% 21.9% 3.1% 0.0%

教職員 A 82.1% 28.6% 71.4% 0.0% 0.0%

保護者 B 79.8% 29.0% 61.3% 9.7% 0.0%

A

90.2%

B

◇教職員の評定が下がっているが、保護者、児童の評価は上がって
いる。学校生活の中で気になる言動があれば、見逃さずに指導をし
ていく必要がある。
◆思いやりがあり、支え合おうとしている児童が多い。相手の気持
ちを考える力を育てるために、集会でワークショップを行ったり、
一人一人の気持ちに寄り添いながら想像力を育成したりしていく。
◆学校生活の中で、高学年の児童が低学年の児童に優しく声掛けし
たり、手助けしたりしている光景をよく見かける。三島小のよき伝
統を継続していきたい。

85.5%

A

B

◇保護者の評定が上がり、児童の評価も上がっている。しかし、教
職員の評価が下がっている。普段から児童との会話を大切にし、適
切な教育相談が必要である。
◆ＳＳＷの活用だけでなく、計画的に校内の教員との教育相談の時
間を設定する。
◆教師が忙しそうにしていると児童も話しかけにくいため、児童と
接するときはゆったりした態度を心掛けていく。日常の会話や触れ
合いを大切にし、児童の些細な変化も見逃さないようにする。
◆教室（学校）は間違ってもいいところという雰囲気づくりに努
め、困ったときには友達や教師に気軽に相談できる環境・雰囲気づ
くりに努める。
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◇児童がＢに下がっているが、教職員、保護者の評価は上がってい
る。意欲的に取り組めていることを称賛して、更なる活動へとつな
げていきたい。
◆一人一台タブレット端末を使って、自主学習や自分に合った学習
を進めるよう促す。（EILSの検定やナビマ、タイピング練習、10分
間集中テストの振り返り等）
◆意欲的に取り組めていることを具体的に称賛していく。

⑦子どもたちは、本を読み、
読書の習慣が付いてきた。

◇保護者の評定がⅮからＣに上がり、児童の評価も上がっている。
しかし、教職員の評価は下がり、全体としてもＣ評定である。読書
ビンゴなど新たな取組を始めたところであるが、今後も工夫した取
組が必要である。
◆全校が一斉に取り組む読書活動（読書タイム、みんなで借りる
日、図書室デイ等）を工夫して、児童が図書に親しむ機会を増やす
ようにする。
◆図書委員会を中心に、新刊やおすすめの本を放送で紹介するなど
して、様々なジャンルの本に興味を持たせるようにする。
◆月２回の読み聞かせ会を子どもたちは毎回楽しみにしている。読
み聞かせボランティアの方の協力を得ながら、引き続き読書に親し
む機会を設けていく。

⑧子どもたちは、タブレット
や辞書を使う力が付いてき
た。

C

◇評価が若干上がっており、今後もＩＣＴ活用を進めていく。ま
た、辞書の活用も進めていきたい。
◆授業や宿題で、タブレット端末を効果的に活用していく。そのた
めに、教師自身のスキルアップを目指したＩＣＴ研修に積極的に取
り組んでいく。
◆学年に応じて継続的に辞書を活用していく。

⑨子どもたちは、友達を思い
やり、大切にしている。

⑥子どもたちは、学習に意欲
的に取り組んでいる。

Ⅰ
　
明
る
く

①子どもたちは、地域のこと
を知ったり、地域の方と交流
したりできている。 A

◇計画的に戸祇の子学級を行ったり、三島大運動会や校外学習を実
施したりすることで、地域の方々と交流したり、地域について学ん
だりする機会が増え、評価が上がっている。しかし、保護者の評価
が下がっている。
◆児童が受け身になるのではなく主体的に活動できるよう、活動の
ねらいを把握させる。そして、児童から発信できる場（学習発表会
等）を設定したり、学級通信等を発行したりして、家庭や地域に学
習内容を伝えていくようにする。

88.8%

②子どもたちは、気持ちのよ
い挨拶ができている。

◇地域住民の評価は100％であった。全体的に評価が高いが、いつで
もどこでもできているとは言い難い。
◆挨拶の意義や大切さを児童に理解させる。そして、相手の目を
しっかり見る、笑顔、先取り挨拶といった挨拶の仕方を意識させ、
来校者への挨拶や会釈、お礼の言葉、給食前後の挨拶、帰りの挨拶
など、日常生活のあらゆる挨拶をしっかり行うよう声掛けをしてい
く。
◆「あいさつ名人」の取組を継続しながら、朝の挨拶に留まらず
様々な場面で模範となる挨拶ができた児童を紹介するよう工夫して
いく。
◆子どもたちの元気で気持ちの良い挨拶で、保護者・地域の方に笑
顔と元気をプレゼントできるよう、引き続き子どもたちに呼び掛け
ていく。

③子どもたちは、正しい言葉
遣いをしている。

B

◇教職員の評価がＡからＣへと下がっている。また、児童の評定も
下がっている。言葉遣いについて具体的な取組をしていく必要があ
る。
◆教師が模範となりながら、気になる言葉遣いがあれば、その都度
指導をしていく。テレビやYouTube等による影響が大きい。不適切な
言葉遣いについては児童と一緒に考えていくようにし、更に学校と
家庭が一体となって指導に当たるようにする。75.0%

⑤子どもたちは、人に分かり
やすく話す力が付いてきてい
る。 B

◇児童の評定が下がっており、教職員の評価も下がっている。集会
等で発表する機会が増え、話す力に意識が向いてきたためであると
考えられる。
◆集会等で積極的に発表したり、学年に応じて発表内容を意識させ
たりするよう声を掛ける。また、「発表のしかたカード」を授業等
で活用し、発表の仕方が定着するようにする。
◆気持ちや様子を表す言葉を知らない話し方の児童も見られる。言
葉集めやそれらを使って「書く」ことの積み重ねを行い、語彙を増
やしていきたい。

④子どもたちは、相手の方を
向いて分かろうとして話を聞
き、内容を聞き取る力が付い
てきている。

◇児童、保護者の評価は上がっているが、教職員の評価が下がって
いる。態度面は良いが、聞き取る力を育てていく必要がある。
◆「話の聞き方についてのマニュアル」や「みしまっ子の話の聞き
方」を決め、各教室に掲示して活用する。聞く姿勢（特に相手を見
て聞くこと）や内容が理解できているかを確認しながら話すように
する。

考察（◇）及び改善方策（◆）

⑩子どもたちは、困ったとき
は誰かに相談する雰囲気がで
きている。

A

Ⅲ
　
強
く

⑪子どもたちは、自分で手洗
いなどに気を付けたり、事故
なく安全に生活しようとした
りする意識が身に付いてきて
いる。

A

◇教職員の評価が下がり、児童の評価は上がっている。この意識の
差を埋めるような共通理解や指導が必要である。
◆給食前やトイレ後の手洗いは習慣付いている。外遊びの後に児童
が手を洗う習慣が付いているか確認や呼び掛けをしていく。
◆児童の危険を予測した事前指導や環境整備を継続していく。



85.0% 児童 A 93.0% 75.0% 21.9% 3.1% 0.0%

教職員 B 75.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

保護者 A 88.7% 32.3% 61.3% 6.5% 0.0%

教職員 B 78.6% 28.6% 57.1% 14.3% 0.0%

保護者 A 81.5% 32.3% 61.3% 6.5% 0.0%

82.0% 児童 A 85.9% 59.4% 25.0% 15.6% 0.0%

地域住民 A 84.4% 37.5% 62.5% 0.0% 0.0%

教職員 B 75.0% 14.3% 71.4% 14.3% 0.0%

保護者 B 75.0% 16.1% 67.7% 16.1% 0.0%

児童 A 88.3% 65.6% 25.0% 6.3% 3.1%

71.4%

C

64.3%

B

78.6%

A

92.9%

地域住民 A 94.4% 77.8% 22.2% 0.0% 0.0%

教職員 B 78.6% 14.3% 85.7% 0.0% 0.0%

88.6% 保護者 A 92.7% 71.0% 29.0% 0.0% 0.0%

地域住民 A 94.4% 77.8% 22.2% 0.0% 0.0%

教職員 B 75.0% 28.6% 42.9% 28.6% 0.0%

88.2% 保護者 A 95.2% 80.6% 19.4% 0.0% 0.0%

地域住民 A 94.4% 77.8% 22.2% 0.0% 0.0%

教職員 B 75.0% 14.3% 71.4% 14.3% 0.0%

87.9% 保護者 A 94.4% 77.4% 22.6% 0.0% 0.0%

71.4%

◇昨年度Ａから大きく評定が下がっている。教職員数の減少で一人
一人の業務が増え、子どもたちにじっくりと向き合える時間が取れ
ていないことが一因と考えられる。
◆ＳＳＷ来校の日を教育相談の日とし、いつでもどの先生でも相談
する日とする。また、学級担任との教育相談の時間も積極的に設定
していくようにする。
◆これまでどおり日々の会話や定期的な情報交換を積極的に行い、
一人一人を全教職員で見守る体制を取っていく。

28.6%

14.3%

A 92.9% 0.0% 0.0%

教職員 B

C 64.3%

57.1%

◇保護者の評定がＡに上がり、教職員の評価も上がっている。しか
し、児童の評価は下がっている。引き続き、あきらめず最後までや
り抜く力を育てる取組をしていく。
◆授業や課外体育等で、子ども自身がめあてや課題をしっかり持っ
て取り組むように声掛けを行っていく。
◆道徳や学級活動等で努力することの必要性、重要性をしっかり理
解させたり、終わりの会で日頃の自分の様子を認めたり、反省した
りする機会を設けるようにする。

◇教職員の評定が10％以上下がってＢとなっている。また、他項目
の評価も下がっている。健康に気を付け、楽しく運動をする習慣を
身に付けさせる必要がある。
◆朝ごはんの大切さを根気強く伝えていき、家庭と連携しながら食
生活について見直せるようにしていく。
◆全校遊び等を通して、体を動かす楽しさを味わわせていく。84.5%

○子どもたちと交流することで元気をもらっている。戸祇の子学級以外にも給食試食会などをして子
どもたちと交流を深めたい。
○登下校時の挨拶が大変気持ちがいい。高校生になっても声を掛けてくれる子に育ってほしい。
○正しい言葉遣いについては、帰省した孫からもメディアの影響を感じた。学校と家庭が連携して取
り組んでいってほしい。
○友達を思いやり、大切にしているのは、自分がしているのか、されているのかで、評価が変わって
くる。一人一人に寄り添っていってほしい。
○自転車の乗り方について、みんなヘルメットをかぶっているが、気になるところがある。交通ルー
ルを教えてほしい。
○朝食については、食事内容などがこども園でも課題となっている。家庭の事情もあるが、保小が連
携して取り組んでいきたい。
○読み聞かせボランティアの方の人数が増えたことは、子どもたちにとって、いろいろな人の読み聞
かせを体験できるため、とても良いことだと思う。
○昨年度同様、元気な挨拶が聞こえてきて、うれしく思う。休み時間に児童と先生が元気いっぱい遊
ぶ様子もほほえましい。
○子どもの数が少ない分、細やかな指導等をしてもらっている。このアンケートの項目に関して分か
りかねるところもあり、評価が高ければ安心できるということではないので、アンケートの内容を考
えるといいと思う。

○戸祇の子学級では、児童が主体的に取り組んだり、発信したりするよう工
夫していく。また、地域の行事に積極的に参加したり、地域の方と交流する
機会を設けて、ふるさと「みしま」を愛し、誇りに思う児童を育てる。
○子どもたちの元気で気持ちの良い挨拶で、地域の方に笑顔と元気をプレゼ
ントできるよう、引き続き子どもたちに呼び掛けていく。また、学校内外の
様々な挨拶に対する意識を高める。
○正しい言葉遣いを身に付けるため、気になる言葉遣いには教職員が共通理
解を持って指導を行い、家庭と連携して取り組んでいく。
○日々の会話や定期的な教育相談を行い、一人一人を全教職員で見守る体制
を取っていく。
○学校内の安全指導だけでなく、必要に応じて自転車の乗り方等、交通安全
について指導を継続する。
○朝食の大切さについて児童や家庭に発信していき、家庭と連携しながら食
生活について見直す取り組みを行う。
○保護者や地域の方に子どもたちの活動の様子や学校の取組を知ってもらえ
るよう、今後もホームページやケーブルテレビなどを積極的に活用して情報
発信に努める。
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学校運営協議会委員の所見 学　校　の　対　応

0.0% 57.1% 42.9% 0.0%

◇教職員の評定が下がり、地域、保護者の評価も下がっている。児
童の安心・安全を考えた環境づくりが必要である。
◆子どもが通る場所や遊ぶ場所には、不要な物を置かないことや、
薬品やその他危険物、機密文書等は必ず施錠した場所に保管するこ
となど、今後も凡事徹底に努めていく。
◆定期的に危機管理マニュアルを見直し、災害時の対応について共
通理解を図る。
◆毎朝の児童の見守り活動や危険個所等、保護者・地域の方からの
情報を教職員間で共有し、安全・安心な環境づくりに努める。

A

A

⑲学校は、子どもたちが安
全・安心に生活ができる環境
づくりをしている。

A

⑱連絡・報告・相談を的確に
行い、服務規律を遵守した。

◇引き続き高い評価を維持できている。何でも話し合い、相談しや
すい雰囲気を大切にし、風通しの良い職場づくりを目指す。
◆職員の仲が良く風通しがいいのは大切だが、時には服務規律の確
認などの研修等を行い、公務員としての自覚を持たせるようにす
る。

⑯子どもたちの様子を観察
し、適切に教育相談を行っ
た。

0.0%

◇保護者の評定がＢに上がった。また、全体的にも評価が上がって
いる。今後も家庭と連携した取組を行っていく。
◆児童が立てた目標が視覚的に確認できるよう掲示等を工夫してい
く。また、振り返りをさせることで、次に達成したいことを明確に
し、更なる目標を立てさせるようにする。

⑰校務分掌以外にも、時と場
に応じて助け合いができた。

◇評定はＢのままだが、評価は上がっている。多忙な中でも、協力
し合える職場となっている。
◆一人で仕事を抱え込まず、困ったときは無理をせずに遠慮なくSО
Sを出したり、協力できそうなことは積極的に手伝ったりする。
◆何でも相談できる職場、Helpと言える職場、風通しがよく支え合
う職場づくりに努める。

0.0%

57.1% 28.6% 0.0%B 71.4% 14.3%

児童 A 89.8% 75.0% 9.4% 15.6%

78.6% 28.6%
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79.4%

⑭子どもたちは、目標を立て
て取り組もうとしている。

◇評定はＢのままだが、評価は下がっている。目標チャレンジシー
トを活用し、達成に向けた努力を重ねていく。
◆目標とする具体的な数値を意識して定期的に振り返りを行いなが
ら、教育実践に励んでいく。
◆目標を目に入りやすい場所に掲示し、常に忘れないようにしなが
ら教育実践を行う。

⑮立てた目標を意識して取り
組み、目標達成に努力した。
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㉑地域に根ざした教育活動や
ＰＴＡ活動に取り組み、保護
者や地域・関係機関と積極的
に連携した。

A

⑬子どもたちは、最後まで根
気強く努力する姿勢が身に付
いてきている。

⑳ホームページや各種通信・
配布文書、家庭訪問、懇談
会、電話連絡等による積極的
な情報提供、情報交換を行っ
た。

A

◇昨年度と比べて、全項目で評価が下がっている。ホームページ、
ケーブルテレビ、学校便りでの情報発信は積極的に行われており、
学級通信の発行が減っていることが一因と考えられる。
◆緊急性を要する事案については、迅速に連絡や家庭訪問を行う。
◆ホームページやケーブルテレビだけでなく、日頃の児童の様子を
伝える学級通信を定期的に出して、家庭や地域と情報を共有してい
く。

教職員

◇教職員の評価が10％以上下がり、評定も下がっている。また、地
域、保護者の評価も下がっている。地域や保護者との連携を積極的
に進めていく必要がある。
◆できること、できないことを見極め、家庭や地域との新しい連携
のあり方を創造し、実践につながるよう早めに計画を立てていきた
い。
◆今後も積極的に公民館活動や地域行事に参加し、より良い関係づ
くり、信頼される学校づくりに努める。

⑪子どもたちは、自分で手洗
いなどに気を付けたり、事故
なく安全に生活しようとした
りする意識が身に付いてきて
いる。

◇教職員の評価が下がり、児童の評価は上がっている。この意識の
差を埋めるような共通理解や指導が必要である。
◆給食前やトイレ後の手洗いは習慣付いている。外遊びの後に児童
が手を洗う習慣が付いているか確認や呼び掛けをしていく。
◆児童の危険を予測した事前指導や環境整備を継続していく。

⑫子どもたちは、朝ごはんを
必ず摂る習慣が付き、体を動
かすことを楽しいと感じてい
る


